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「

-オープニ ングセレモニー

市市IJ'70周年記念事業の開幕を告げる「オ

ープニ ングセレモニー」が 4月23目、上

旧公閣の市民会館前で開かれました。真

由武者行列の出陣式のほか、風船上げや

放鳩、古式銃の演武などが行われ、オー

プニ ングに系ヲ りを添えま した。この後、

小学生の鼓笛隊を先頭に真治武者行列な

どが目抜き通りをパレ ード しま した。

市民と市長の日 6月1日(木)午前 9時から正午まで、市役所3階市長室で行います。お気軽にどうぞ



幻
世
紀
に
向
け
て
ス
テ
ッ
プ
上
回

言r.
言己
ρ、

‘， d lこ」、

且ミ
ー才4

さ丘
ノノトー

が
ス
タ

i
ト

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
行
わ
れ
る

企小学校鼓笛隊の伴奏にあわせて

市中パレード(市庁舎前で)

砂記念事業開幕にあたってあいさ

つする永野市長

V市民会館前は人並みでぎっ し

り、盛大に行われました

h
F

海
野
町
日
曜
広
場
で
は
上
回
染
公
ロ
丘
高
校
な
ど

の
‘ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
彩
り
を
添
え
ま
し
た

くJ

市
制
七
十
周
年
記
念
事
業
の
幕
明

け
を
宣
言
す
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
二
ー
が
四
月
二
十
三
日
¥
市
民
会

館
前
で
行
わ
れ
ま
し
だ
。
姉
妹
都
市

な
ど
か
ら
の
招
待
客
、
関
係
者
な
ど

約
二
千
人
が
参
加

(
H
H
表
紙
写
真
)
。

記
念
事
業
の
開
幕
を
宣
言
し
だ
あ

と
、
一
氷
野
市
長
、
松
野
市
議
会
議
長

が
あ
い
さ
つ
。
来
賓
代
表
の
中
西
鎌

倉
市
長
は
、

「
姉
妹
都
市
の
契
り
を

結
ん
で
ぱ
や
十
年
。
こ
れ
ま
で
、
市

民
の
閏
で
活
発
な
交
流
ガ
行
わ
れ
て

き
だ
。
よ
田
市
の
ご
好
意
に
感
謝
し

て
い
る
。
今
後
も
末
長
く
お
つ
き
あ

い
を
L

と
述
べ
ま
し
だ
。

ま
芝
、
真
田
ま
つ
り
の
出
陣
式
、

大
阪
堺
鉄
砲
研
究
会
に
よ
る
古
式
銃

の
演
武
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
ス

タ
ー
ト
な
り
ま
し
だ
。

そ
の
後
、
上
田
駅
ま
で
の
市
内
目

抜
き
通
り
を
パ
レ
ー
ド
。
「
祝
・
市

制
施
行
七
十
周
年
し
の
横
断
幕
を
持

つ
だ
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
を
先
頭
に
、

小
学
生
の
鼓
笛
隊
、
上
田
市
と
姉
妹

都
市
の
代
表
を
乗
せ
芝
オ
ー
プ
ン
力

|
(四
台
)
な
ど
が
続
き
ま
し
だ
。
総

勢
五
百
人
を
越
え
る
パ
レ
ー
ド
に
、

訪
れ
だ
市
民
や
買
い
物
客
ら
で
市
内

は
に
ぎ
わ
い
ま
し
だ
。

【2]広報うえだ1.5. 16 



企大阪堺鉄砲研究会(稲富流)による古式銃の演武。

迫力ある銃声が公園内に響き渡り、戦国の世をほう

ふつとさせてくれました (上回城南・北やぐらで)

hv
左
か
ら
矢
島
商
工
会
議
所
会
頭
、
永

野
市
長
、
松
野
市
議
会
議
長
、
ミ
ス

上
田
の
北
沢
さ
ん
(
駅
前
で
)

広報うえだ1.5. 16 [3) 



8
人
が
晴
れ
の
受
章

政
府
は
四
月
二
十
九
日
、

平
成
元

年
春
の
叙
勲
と
褒
章
を
そ
れ
ぞ
れ
発

表
し
ま
し
た。

上
田
市
で
は
、
次
の
八
人
の
皆
さ

ん
が
晴
れ
の
受
章
に
輝
き
ま
し
た
。

"邸
内
勲
四
等
瑞
宝
章

村
山
広
道
さ
ん

村-山さん

(70歳・下之郷)

税
務
行
政
事
務
功
労
。
三
十
三
年

間
に
わ
た
り
国
税
事
務
に
精
進
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
問
、
所
沢
税
務
署
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
。
税
務
行
政
の

円
滑
な
推
進
と
国
家
財
政
の
確
保
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

円邸
内
勲
五
等
双
光
旭
日
章

浜
村
謙
一
郎
さ
ん

浜村さん

(70歳・新町)

金
融
業
功
労
、
警
察
管
理
運
営
功

労
。
長
年
に
わ
た
り
金
融
業
務
の
経

営
を
通
じ
て
中
小
企
業
の
発
展
振
興

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
県
信
用
金

庫
協
会
副
会
長
な
ど
の
要
職
も
歴
任
。

ま
た
、
県
公
安
委
員
と
し
て
警
察
の

管
理
運
営
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

門出
向
勲
五
等
双
光
旭
日
章

山
極
真
平
さ
ん

、持

山極さん

(73歳・大湯)

教
育
功
労
。
四
十
二
年
間
、
教
育

一
筋
に
精
進
さ
れ
、
松
代
・

諏
訪
実

業
・丸
子
実
業
の
各
高
校
長
を
歴
任
。

高
等
学
校
教
育
の
基
盤
確
立
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
後
は
上

田
市
教
育
長
と
し
て
、
上
田
市
教
育

の
進
展
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

円邸
内
勲
五
等
瑞
宝
章

荒
井
三
郎
さ
ん

鉄
道
業
務
功
労
。
四
十
年
間
に
わ

盤
荒井さん

(74歳・御所)

た
り
国
鉄

一
筋
に
精
進
さ
れ
、
長
野

鉄
道
管
理
局
運
転
部
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
。
運
転
事
故
の
防
止
に
す
ぐ

れ
た
実
績
を
残
す
な
ど
、
安
全
輸
送

の
基
盤
確
立

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

長科歯の学
な医子長校 学 d 炉 ¥ とん

ど師 防き歯校 ぷ議 九 4え
の会 、に科保 響機 、必 ，""，.. 7';'1 

霊童2土号雪 饗営 君言
も 、増 り し労 警務炉内 11、両

歴 小 進児て ...."，.濁 1...... 亘
任県に 童 、小・邑¥撃手画・ 泉章
さ歯尽手四 -・・・・Eさ
れ科カノ走十 中 ， 

1 品 滝沢さん んま医 。の有ナ ん
し 師 県む余校 (75歳・塩田新町

t:;， 会歯し年の

黄

上鐙
野韮

裕
さ
ん上野さん

(65歳・新田)

長
年
に
わ
た
リ
管
工
事

一
筋
に
従

事
さ
れ
、

こ
の
問
、
県
水
道
工
事
協

同
組
合
連
合
会
副
会
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
。

現
在
は
県
管
工
事
設
備
工

業
協
会
副
会
長
と
し
て
、
建
設
業
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

"凶
作
黄
綬
褒
章

久
保
忠
夫
さ
ん久保さん

(61歳・川辺町)

食
肉
加
工
会
社
を
経
営
す
る
一
方

で
、
日
本
食
肉
加
工
協
会
理
事
、
日

本
ハ
ム
ソ

ー
セ
ー
ジ
工
業
厚
生
年
金

基
金
理
事
な
ど
の
要
職
も
務
め
ら
れ
、

食
肉
加
工
業
団
体
の
育
成
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

決
藍
綬
褒
章

沓
掛
信
敏
さ
ん沓掛さん

(64歳・下塩尻)

長
年
に
わ
た
り
酒
造
、
酒
類
販
売

業
界
の
指
導
的
役
割
を
果
た
す
と
と

も
に
、
県
卸
売
酒
販
組
合
理
事
長
な

ど
の
要
職
を
歴
任
。
ま
た
、
上
田
商

工
会
議
所
副
会
頭
と
し
て
商
工
業
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

(4] 

水
利
権
者
と
の

事
前
協
議
が
必
要

広報うえだ1.5. 16 

農
業
用
水
の
汚
れ
の
約
七

O
%
が

家
庭
用
雑
排
水
に
よ
る
も
の
と
言
わ

れ
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ
に
よ
る
汚

れ
を
防
止
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

最
近
、
し
尿
と
家
庭
雑
排
水
を
併

せ
て
処
理
す
る
小
型
合
併
処
理
浄
化

槽
で
、
公
共
下
水
道
処
理
施
設
と
同

等
の
性
能
を
も
っ
高
性
能

の
製
品
が

開
発
さ
れ
ま
し
た
。

上
田
市
で
は
、
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
事
業
実
地
区
域
外
の
水

質
浄
化
対
策
と
し
て
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
を
進
め
る
た
め
自
治
会
、

水
利
権
者
の
皆
様
と
協
議
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
浄
化
槽
の

設
置
手
順
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
次
の

手
順
で
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
土
地
改
良
課
へ

事
前
協
議
書

を
提
出
し
て
、
放
流
先
の
水
利
権
者

(
放
流
自
治
会
、
土
地
改
良
区
)
の

指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
放
流
先
自
治
会
、
土
地
改
良
区

と
事
前
協
議
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

。

③
事
前
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は

M

設
置
者
、
欣
流
先
自
治
会
、
土
地
改



6
人
が

め
で
た
く
受
章

県
は
四
月
二
十
六
日
、
平
成
元
年

の
知
事
表
彰
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
次
の
六
人
の
皆
き
ん
が

受
章
き
れ
ま
し
た
。

や
甲
固
定
男
さ
ん

(
六
十
歳
・
五
加
)

産
業
功
労
。
現
在
、
塩
田
商
工
会

長
、
県
商
工
会
連
合
会
理
事
な
ど
の

要
職
に
あ
り
、
地
域
商
工
会
の
発
展
、

全
県
の
商
工
会
運
営
に
努
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

や
萩
原
忠
彦
さ
ん

(
七
十
四
歳
・
久
保
林
)

産
業
功
労
。
県
パ
ン
商
工
組
合
の

理
事
兼
上
小
支
部
長
と
し
て
、
県
内

の
技
術
水
準
を
高
め
る
な
ど
製
パ
ン

業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

や
小
林
信
一
さ
ん

(
六
十
歳
・
山
口

)

自
治
功
労
。
市
議
会
議
員
(
十
四

年
十
か
月
)
を
経
て
、
現
在
は
県
議

会
議
員
(
二
期
日
)
と
し
て
、
二
十

年
以
上
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
。
松
久
光
子
さ
ん

(
六
十
三
歳
・
鷹
匠
町
)

芸
術
文
化
功
労
。
日
本
舞
踊
の
発

展
に
寄
与
し
、
新
し
い
郷
土
民
謡
の

創
造
と
日
本
の
伝
統
芸
能
の
再
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

や
尾
和
郡
司
さ
ん

(
七
十
五
歳
・
大
手
町
)

税
務
功
労
。
関
東
信
越
税
理
士
会

長
、
日
本
税
理
士
会
連
合
会
副
会
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
税
理
士
会

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

や
安
藤
美
久
さ
ん

(
七
十
一
歳
・
塩
田
新
町
)

交
通
安
全
功
労
。
現
在
も
県
交
通

安
全
協
会
連
合
会
副
会
長
、
上
回
交

通
安
全
協
会
長
と
し
て
、
交
通
安
全

活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

良
区
の
三
者
で
協
定
書
を
締
結
し
て

く
だ
さ
い
。

④
協
定
締
結
後
、
設
計
概
要
書
ま

た
は
設
置
届
を
市
生
活
環
境
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
ご
注
意
事
前
協
議
に
つ
い
て
は
、

各
水
利
権
者
の
日
程
に
あ
わ
せ
て
行

い
ま
す
の
で
、
十
分
な
余
裕
を
も
っ

て
事
前
協
議
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
事
前
協
議
書
の
詳
細
に
つ
い
て

は
土
地
改
良
課
(
内
線

1
4
7
1
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

心くばりをお隣りヘ

昭和63年度

公害に関する苦情

84件でした

苦
情
の
一
位
は
騒
音

昭
和
六
十
三
年
度
に
生
活
環
境
課

で
受
け
付
け
た
公
害
に
関
す
る
苦
情

は
、
八
十
四
件
で
し
た
。
前
年
よ
り

四
十
五
件
も
減
少
し
、
過
去
十
四
年

間
の
最
低
を
記
録
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
よ
り
よ
い
環
境
へ
の
関

心
が
高
く
な
り
、
近
隣
へ
の
心
づ
か

い
を
す
る
市
民
が
増
え
た
こ
と
。

一

方
で
は
、
事
業
所
な
ど
が
公
害
防
止

へ
の
努
力
を
し
て
き
だ
結
果
と
い
え

ま
す
。

-
苦
情
の
種
類

最
も
多
い
の
は
騒
音
苦
情
の
三
十

五
件
で
全
体
の
四
二
%
を
占
め
て
い

ま
す
。
以
下
、
大
気
汚
染
(
二
十
二

件
)、
水
質
汚
濁
(
十
二
件
)、
悪
臭
(
十

一
件
)
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。

騒
音
で
は
庖
外
放
送
な
ど
外
部
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
も
の
、
大
気
汚
染

で
は
木
材
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
焼
却

(
煙
、
す
す
、
に
お
い

)
な
ど
、
ち

ょ
っ
と
し
た
心
く
ば
り
を
す
れ
ば
解

決
で
き
る
ケ
ー
ス
が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。

-
被
害
の
内
容

う
る
さ
い
、
臭
い
、
汚
い
ー
ー
と

い
う
感
覚
的
、
心
理
的
な
被
害
が
相

変
わ
ら
ず
多
く
、
全
体
の
九
O
%
を

占
め
て
い
ま
す
。

身
の
回
り
を
再
確
認

最
近
の
苦
情
は
、
製
造
事
業
所
に

よ
る
も
の
よ
り
、
近
隣
公
害
と
呼
ば

れ
る
家
庭
生
活
、
農
業
、
畜
産
に
起

因
す
る
も
の
が
主
体
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
お
互
い
の

気
づ
か
い
や
日
ご
ろ
の
会
話
の
中
で

解
決
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

快
適
な
環
境
の
中
で
生
活
す
る
こ

と
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
他
人
に

迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
か
考
え
て
み

る
こ
と
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

こ
の

機
会
に
も
う
一
度
、
身
の
回
り
を
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
9
)

苦情の種類別分類

広報うえだ1.5. 16 

苦情件数の年度別推移

62 63 
(年度)

84 

59 

129 132 

61 

118 

60 

142 150 

100 

50 
件

[5] 



ト， ーノ二三重繍 ;r

長池公園の「せせらぎ広場」で(本文とは直接関係ありません)

水
道
料
金
が

四
月

一
日
か
ら
消
費
税
法
ガ
適
用

さ
れ
、
市
の
水
道
料
金
も
消
費
税
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
料
金
の
改
定
は
¥

経
過
措
置
に
よ
り
、
六
月
一
日
以
降

の
検
針
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
新
料
金
の
計
算
方
法
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
算
方
法
は
二
月
十
六
日
、
四
月

一
白
発
行
の
寸
広
報
う
え
だ
L

で
お

知
ら
せ
し
だ
料
金
表
に
叩
分
の
叩
を

乗
じ
て
算
出
し
だ
額
を
端
数
整
理
し

だ
も
の
が
新
料
金
と
な
り
ま
す
。

恒 型ν一般家庭で使用している口径13人』量水

器の場合 (2か月分)

① 基本水量以下 (0 -16m') 

103 1，220円 ×一一ーキ1，256円
100 

※ 

端数整理により 1，255円

② 17 m'以上60耐以下 (36m'使用の場合)

3，320円 =1，220円+(36m' -16m') x 105円

103 3，320円 ×一一ーキ3，419円
100 

端数整理により 3，415円

③ 61 m'以上100m'以 下 (81m'使 用の場合)

8，381円 =1，220円 +(60m' -16m') x 105円

+ (81 m' -60m') X 121円

103 8，381円 ×一一ーキ8，632円
100 

端数整理によリ 8，630円

※端数整理の方法・・・端数(1円の位)は次に よリ

切 り捨ててくたずさい。

端数が 1，2，3，4→ O円、 6，7，8，9→ 5円に。

※量水器の口径が20'リ以上の場合は、次ペー ジの

水道料金表を参考にして ください。

(6] 広報うえだイ. 5. 16 

六
月
一
日
附
か
ら
、
三
十
一

凶
自

の
「
水
道
週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

蛇
口

を
ひ
ね
る
と
、
い
つ
で
も
き
れ

い
な
水
が
ジ
ャ

l

ッ
と
出
る
と
い
う

水
道

の
利
便
性

に
慣
れ
す
ぎ
て
い
る

い
ま
、
ぜ
ひ
水

の
大
切
さ
を
見
直
し
、

水
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
い
も

の
で
す
。

市
水
道
局
で
は
、

六
月
三
目
的
、
四

日
刊
の
二
日
間
、
染
屋
浄
水
場
で
次

の
行
事
を
行

い
ま
す
。
ご
家
放
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
(
時
間
は
両
日
と

も
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

)

圃
染
屋
浄
水
場
を
開
放

マ
家
庭
の
水
道

の
水
が
、
ど

の
よ
う

に
し
て
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
か
が

わ
か

り
ま
す
。
沈
澱
池
や
ろ
過
池
が



変
わ
り
ま
す

-
6月
4
1
日
以
降
横
針
分
か
ら
|

上段は新料金、()内は旧料金

水量 水道料金 水量 水道料金 水量 水道料金 水量 水道料金

円l' 打l' 1，360円 円l' 2，985円 汀l' 4，605円
17 ( 1 ，325円) 32 (2，900円) 47 (4，475円)

1，470円 3，095円 4，715円

18 ( 1 ，430円) 33 (3，005円) 48 (4，580円)

1，580円 3，200円 4，825円

19 ( 1 ，535円) 34 (3， 1 10円) 49 (4，685円)

1，685円 3，310円 4，930円
20 ( 1 ，640円) 35 (3，215円) 50 (4，790円)

1，795円 3，415円 5，040円
21 ( 1 ，745円) 36 (3，320円) 51 (4，895円)

。 1，905円 3，525円 5，150円
22 ( 1 ，850円) 37 (3，425円) 52 (5，000円)

2，010円 3，635円 5，255円
23 ( 1 ，955円) 38 (3，530円) 53 (5，105円)

1，255円
2，120円 3，740円 5，365円

24 (2，060円) 39 (3，635円) 54 (5，210円)
( 1 ，220円)

2，225円 3，850円 5，470円
25 (2，165円) 40 (3，740円) 55 (5，315円)

16 
2，335円 3，960円 5，580円

26 (2，270円) 41 (3，845円) 56 (5，420円)

2，445円 4，065円 5，690円
27 (2，375円) 42 (3，950円) 57 (5，525円)

2，550円 4，175円 5，795円
28 (2，480円) 43 (4，055円) 58 (5，630円)

2，660円 4，280円 5，905円
29 (2，585円) 44 (4，160円) 59 (5，735円)

2，770円 4，390円 6，015円

ゴ2 (2，690円) 45 (4，265円) 60 (5，840円)

2，875円 4，500円 6，135円

31 (2，795円) 46 (4，370円) 61 (5，960円)

口径13ミリ水道料金早見表(2か月)

車ヰ 金
量水器の

水道料金
口 千圭 基本料金

(料1m'につ金き)71く 主主主呈主

1，220円
1mJ

- 16m' 0円
13mm 

17m‘- 60m' 105円
20rnrn 2，480同

61 m'-100m' 121円
25mrn 3，560円

101m'- 133円

30mrn 6，520円

40mm 9，960円 1m'- 60m' 105同

50mm 17，240円

75mm 37，380円 61m'-100m' 121円

100mm 60，840円

125mrn 90，260円 101m'- 133円

150m川 129，820円

上田市水道料金表(2か月)1> 6 1 m' - 1 00 m'の料金計算方法

103 
((使用水量一60m') X 121円+5，840円Jx一一一

100 

1> 101 m'以上の料金計算方法

103 c (使用水量一 100附)x 133円+10，680円Jx一一一
100 

一
料
金
は
右
料
金
表
よ
り

一
算
出
し
た
額
に
川
一川
を

一
乗
じ
て
得
た
額
と
な
り
ま
す

「
l
l
-
-
t
'
1
1
l
i
s
t
-
t
l
l

※上記で算出した額を端数整理してください。

向。
E
3
 

0
0
 

局
川

1

道

日

線

水

4
内

市
⑫

因

企
上

自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

マ
取
水
口

か
ら
家
庭
ま
で
水
の
流
れ

か
一

目
で
わ
か
る
上
水
道
集
中
監
悦

制
御
設
備
を
ご
案
内
し
ま
す
。

-
水
道
資
料
館
を
開
放

上
田
市
の
水
道
が
で
き
た
こ
ろ

(大

正
十
二
年
)
か
ら
現
荘
ま
で
の

、
水

道
の
器
具
や
貴
置
い
な
り
真
な
ど
を
展

不
し
て
あ
リ
ま
す
。

-
相
談
コ
ー
ナ
ー
(
無
料
)

水
道
局
の

職
員
い
か
、
水
道

に
関
す

る
「
な
ん
で
も
相
談
」
に
応
じ
ま
す
。

-
水
道
関
連
器
具
展
示
会

広報うえだ1.5. 16 

染
屋
浄
水
場
内
に
あ
る
ク
ラ
シ
ッ

ク
な
建
物
の
水
道
資
料
館

{ア}
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故
障
修
理
は

」、r

-第 1種指定工事庖(一般の給水工事)

工事庖名 住 所 電 話 工 事唐名 イ主 所 電話

ミヤジマ技研(槻 下之郷248 ⑬2004 情) 真田設備 住吉689 @0102 

附 「邑_._， 下 高E踏入2-1-17 @0271 上野管工側 諏訪形635-3 @3290 

明石井設備工業 天神2-3-12 ⑫0302 池田水道工務所 手火手口387-1 @7612 

側工藤商会下之郷乙294-5 ⑬6956 長野プロパンガス附 富士山窪峠2412-6 ⑬8585 

(布団丸工務所 常磐城6-"ー13 ⑫3412 本州管 工 側 蒼久保1543-4 ③1054 

上野設備 側 中央北2ート20 ⑫8022 (有) 中村商会 天神卜6-6 ③1046 

情)大屋設備工業 大屋236-20 ③0217 (槻 城南ガス設備 上田原435 ⑫5123 

側 昭和設備工業 中央2-22-16 ⑪39 " 情)小林設備工業所 本郷409 ⑮2400 

側 平日 常磐城3-13-17 ⑪3310 二L -日J文L イ庸 手火和882-3 ⑪6593 

唐沢設備工業 上回2，028 @3540 北 原 設備 側 緑が丘2-6-21 @1797 

卜キワギ水道工事庖 常磐城6-9-10 @1343 情) 宮林設備 本郷587-1 ⑮7177 

中 央設備工業 常国2-22-32 ⑫2853 三 栄 工業 (有)中央東ト13 @1256 

(有) 岩瀬設備林之郷331 @3741 ミヤガミ建設 (欄 保:里予241-7 @6519 

(柑 川上商会 大手2-4-48 ⑫0858 (柑卜ーワ管工 住吉59-2 @6249 

山崎設備工業 (有)緑が丘3-17-9 @5558 宮島設備 (欄 本郷610-1 ⑬7474 

(有) 川西設備 小泉849-1 @3371 (槻 信菱空調設備 下之条233-7 @8722 

春原建設 (槻 住吉1，767 @7018 情) 矢沢 管工 殿城1015-2 @3699 

日本ガス水道 (欄 天神4-28-7 @4434 

水道の新設・増設は、上記水道指定工事庖へ申し込んでください。指定工事庖以外は工事

はできません。修繕の依頼も水道局か指定工事庖へ申し込んでください。

-第 2種指定工事庖(水道と器具との接続工事)

工事席名 住 所 電 話 工事庖名 イ主 所 電話

上田ガス (柑 天神4-29-3 @0454 マキ ノ商会 中央4-18-38 ③2720 

F己-‘『 尾 商 庖 緑が丘卜22-27 @1258 西 沢 吾EI文L f庸 上室賀 1607-1 ⑪3756 

長 崎 商 庖 国介522-1 ③2950 情)青島タイル 御所356-5 @6651 

側 千野商届 中央6-16-8 @3133 山本電 気商会 別所温泉 178 ⑬2123 

堀 内 商 庖 中央西 1-6-14 @2613 情)黒沢工務所 本郷 1267-4 ⑬2159 

側武重商会 天神4-23-16 ⑫8456 出 正 憲 中野434 ⑬3296 

サンリン棚上田支庖 林之郷568 @3030 木 島 電 器 住吉290-6 @1340 

中央工機産業 (槻 中央会16-10 ⑫8600 士酋同 田 正 文 中央2-7-23 @0022 

上田市農業協同組合 大手2-7-10 @8500 

ご家庭の電気温水器、ガス湯沸器、太陽熱温水器などを取り付け る場合、水道と器具との

接続工事は、市の指定工事庖でないとできませんので、上記の第 1種、第 2種工事庖へ申

し込んで ください。

[8] 

(指定期間はいずれも4月T白から2年間)

引
越
し
て
き
て
水
道
を
使
い
始
め

ハ
る
と
き
な
ど
は
、
使
用
す
る

二
目
前

川
ま
で
に
玄
関
近
く
に
付
け
て
あ
る
荷

~
札

(「
使
用
中
止
中
」
)

の
お
客
様

山
番
号
、
ま
た
は
前
使
用
者
の
氏
名
を

〉
調
べ
て
か
ら
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
水
道
の
使
用
体
比

転
出
な
ど
で
使
用
を
止
め
た
い
と

川
き
は、

二
日
前
ま
で
に
、
お
客
様
番

J

号
、
ま
た
は
前
使
用
者
の
氏
名
を
調

ぃ
べ
て
か
ら
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
名
義
変
更

・
廃
比

印
鑑
持
参
の
う
え
、
水
道
局
窓
口

一
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

川
※
使
用
休
止
、
変
更
、
廃
止
と
も
に

川
届
け
出
の
時
点
で
水
道
料
金
の
精
算

川
を
し
ま
す
。
届
け
出
が
さ
れ
て
い
な

〉
い
と
料
金
は
以
前
の
使
用
者
に
請
求

~
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

川
・
問
い
合
わ
せ

水
道
局
業
務
課
(内

〉
線

1
8
5
4
・
1
8
5

5
)

広報うえだ、1.5. 16 

使
用
開
始
・
休
止
な
ど
の

届
け
出

-
水
道
の
使
用
開
始



下水道使用料金を
改定〈

消
費
税
法
の
適
用
に
よ
り
、
上
田

市
の
下
水
道
使
用
料
金
も
消
費
税
の

対
象
と
な
り
、
水
道
料
金
と
同
じ
く

六
月
一
日
以
降
の
検
針
分
か
ら
消
費

税
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
料
金
は
、
現
行
の
使
用
料
金
に

消
費
税
分
を
含
む
一

O
O
分
の
一

O

三
を
乗
じ
て
得
た
額
で
一

円
未
満
を

切
り
捨
て
た
額
と
な
り
ま
す
。

上
田
市

の
下
水
道
は
建
設
途
上
に

あ
リ
、
下
水
道
施
設
を
維
持
管
理
し

て
い
く
に
は
多
く
の
経
費
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
が
、
使
用
料
だ
け

で
は

賄
う
こ
と
が
で
き
ず
、
不
足
額
は
一

般
市
費
を
も

っ
て
補
て
ん
し
て
い
ま

す
。

こ
の
不
足
額
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
現
行
俺
用
料
の
ま
ま
で
消
費

税
分
ま
で
賄
う
こ
と
は
更
に

一
般
市

費
の
補
て
ん
が
増
え
る
こ
と
に
な
リ
、

下
水
道
は
受
位
者
が
特
定
さ
れ

て
い

る
こ
と
か
ら
税
負
刊
の
公
平
を
欠
く

こ
と
に
な
リ
ま
す

の
で
改
定
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
下
水
道
財
政
の
現
状
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
使
用
者
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課

(
内
総

1
5
3
3
・
1
5
3
4
)

円)

ニドとご o m' 1 m' 2 m' 3 m' 4 m' 5 m' 6 m' 7 m' 8 m' 9 m' 

o m' 1，030 1，030 1，030 1，030 1，030 1，030 1，030 1，030 1，030 1，030 

10m' 1，030 1，030 1，030 1，030 1，030 1，030 1，030 1，102 1，174 1，246 

20m' 1，318 1，390 1，462 1，534 1，606 1，678 1，751 1，823 1，895 1，967 

30m' 2，039 2，111 2，183 2，255 2，327 2，399 2，472 2，544 2，616 2，688 

40 m' 2，760 2，832 2，904 2，976 3，048 3，120 3，193 3，265 3，337 3，409 

50 m' 3，481 3，553 3，625 3，697 3，769 3，841 3，914 3，986 4，058 4，130 

60 m' 4，202 4，284 4，367 4，449 4，532 4，614 4，696 4，779 4，861 4，944 

70 m' 5，026 5，108 5，191 5，273 5，356 5，438 5，520 5，603 5，685 5，768 

80 m' 5，850 5，932 6，015 6，097 6，180 6，262 6，344 6，427 6，509 6，592 

90 m' 6，674 6，756 6，839 6，921 7，004 7，086 7，168 7，251 7，333 7，416 

1 00 m' 7，498 

(単位下水道使用料金早見表(2か月)一-…消費税を含む

X103/ 100 

X103/ 100 

X103/ 100 

X103/ 100 

X103/ 100 

X103/ 100 

(円未満切捨て)

16m'の使用者 1，030 

60 m'の使用者 (70 x使用水量一 120) 

1 00 m'の使用者 (80 x使 用水量 一 720) 

200m'の使用者 (85 x使 用水量一 1，220) 

600 附の使用者 (90 x使 用水量一 2，220)

一 1，000耐の使用者 (95 x使用水量一 5，220)

の使用 者 (1 0 0 x使 用水量一 10，220)

|下水道使用料簡易計算式(2か月) I 

0 

1 7 

61 

101 

201 

601 

* 1 .00  1 m'-

* 
* 
* 
* 
* 
* 

2，760円

く計算例〉

使用水量が 2か月で 40耐の場合の使用料

(70円 X40附 - 120円) X1 03/ 1 00  

広報うえだ1.5. 16 [9J 



「上田真固まつり」初日の 4月22日、

市民会館でミス上田コシテストが行わ

れました。参加した45人の中から、ミ

ス上田・小松姫に北沢美雪きん (23歳・

大屋=写真中央)、 ミス上田に峰村智

恵さん(20歳・下之郷=同左)と高橋

里江さん (20歳・青木村ニ同右)が選

l工オLました。

ぱし、
'89ミス上回決まる

喜びいっ

このキーはスラッシユよ

上田創造館初心者パソコン教室が 5

月 3日から 3日間 同館で開催されま

した。小学生20人が参加。 それぞれ、

講師から手ほどきを受けながら、しき

りにキーボードをたたいていました。

落書さもOKだよ…こどもまつり

第18回「こどもまつり」が 5月 5日、上回公園

一帯で聞かれました。公園内にはミニ SL、魚、つ

かみどり、もちつき大会、落書きコーナー (=写

真)など26の催し物があり、まさにチビ ッコ天国。

好天にも恵まれ、大勢の家族連れが訪れました。

一
今
、
保
育
園
や
幼
稚
園
で
は
、
交

一
通
安
全
教
室
が
盛
ん
に
聞
か
れ
て
お

一
り
、

交
通
安
全
の
基
本
の
大
切
さ
を

一
中
心
に
教
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

一
道
路
の
横
断
は

「
右
を
見
て
、
左
を

一
見
て
、
も
う
一
度
右
を
見
て
、
車
が

一
来
な
い
こ
と
を
確
か
め
、
手
を
挙
げ

一
て
渡
る
」
と
い
う
行
動
が
で
き
る
こ

一
と
を
安
全
教
育
の
第
一
歩
と
し
て
徹

一
底
さ
せ
て
い
ま
す
。

一

子
ど
も
た
ち
は
、
教
え
ら
れ
た
こ

一
と
を
す
ぐ
実
行
し
ま
す
が
、
大
人
は

一
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
交
通
ル
|
ル
や

一
マ
ナ
ー
は
知
っ
て
い
て
も
、
な
か
な

一
か
行
動
に
移
す
こ
と
は
困
難
の
よ
う

一
で
す
。
大
人
は
子
ど
も
の
お
手
本
と

な
る
よ
う
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
考

え
、
行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【10l広報うえだ1.5. 16 

交

通

安

全

大
人
が
子
ど
も
の

お
手
本
に

工
業
統
計
調
査
の

ポ
ス
タ
ー
を
募
集

マ
規
格

①
縦
五
九
m
×
横
四
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22 わ に報町'マ 応 生 | る平-， 2 cm 
蛍 せ 本統六 応募 は裏 ④ 成 通 ~
苔 人計九 募期 学面写元商 ②縦
gg 市に課二 先限 校に真年産 色 長
22 企通 | 名住は 12業は使
語 画知 マ 二 干 六と所使月省 四用
お 課し 発 380月 学 、用 31 、色
32 高ま 表 長長三年 氏し日 工 以日

r J す 野野 十 ) 名な 」業 内 本
鈴 子 。八 県 市 日 を 、いを 統③ 工

22 1マ 月 総 大樹 明職⑤必 計 図 業
22 2問 末務字ま記業ポず調案 規
石 2い ま部 南 で (ス入査 に格
認 こ 合 で情長 マ 学タれ 、は A
ð~ 

上田市70年の写真展

市制70周年を記念 して「写真に見る 上田

市70年の歩み展」が、 4月22日から 5月 7

日まで市民会館 で聞かれま した。会場に は、

上 田市カ、誕生 した大正 8年から平成元年 1

月までの歴史的 な写真約200点が展示さ れ、

訪れた市民の関心 を呼 んでいま した。

昭和30年代の

千曲川の流れ

マきり

ア騒 必 議 -

先月 29日、自然運動公園のパンパーボー

ト場 (流水プール)がオ ー プン。連休中は 、

家族連れや友だち同志で楽しむ姿が目立ち

ました 。最初はまっすぐに進まなかった り、

ノ〈ランスヵ、とれなかった り・・・。 5月28日(日)

までの土 ・日曜 日、祝 日が利用できま す。

バランスがむずかしい!?

首駅開問穐. 企
川
の
流
れ
、
水
量
は
現
在
と
は
対
象
的

で
興
味
深
い

‘
中
央
を
流
れ
る
現
在

'

ん
む

Jrr
h
h
v

さ

神

}

¥

竹
取

h
一
泊
崎

歳

提
丸

ω

流
れ
が
急
で

水
量
は
今
の
倍

千
曲
川
の
景
観
も
だ
い
ぶ
変
わ

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
古
い
写
真
は

約
三
十
年
前
に
諏
訪
形
方
面
か
ら
撮

っ
た
も
の
で
す
。
対
岸
に
は
、
製
糸

工
場
の
倉
庫
も
見
え
ま
す
。

現
在
の
流
れ
は
、
ほ
ぼ
中
央
を
平

均
し
て
流
れ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
か

な
り
蛇
行
し
て
い
た
ん
で
す
。
水
量

も
二
倍
は
あ

っ
た
で
し
ょ
う
。
場
所

に
よ

っ
て
は
、
足
も

つ
か
な
い
ほ
ど

深
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
危
険
で
し
た
。

わ
た
し
た
ち
釣
り
仲
間
が
「
大
滝
」

と
呼
ん
で

い
た
と
こ
ろ
も
そ
う。

こ

こ
は
市
の
泉
町
水
源
地
よ
り
少
し
下

流
の

一
帯
。
流
れ
も
急
で
、
波
も
荒

か
っ
た
の
で
こ
う
呼
ん
だ
の
で
し
ょ

う。

こ
こ
は
、
泳
ぎ
が
上
達
し
た
者

で
な
い
と
無
理
。
確
か

「
五
条
岩
」

と
い
う
大
き
な
一
枚
岩
が
あ
り
、
そ

こ
で
よ
く
甲
羅
干
し
を
し
て
い
る
人

た
ち
を
よ
く
見
か
け
ま
し
た
。
そ
の

少
し
下
流
の
「
小
滝
」
は
子
ど
も
た

ち
の
格
好
の
遊
び
場
。
泳
い
だ
り
、

魚
を
と

っ
た
り
:
・
。
な
つ
か
し
い
で

す
ね
。
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ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

「地
所区

長別
と

開詰

催き
し会

ぎを
す

市
で
は
「
市
長
と
語
る
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
次

の
地

区
で
す
。
(城
下
地
区
、
別
所
温
泉
地

区、

川
西
地
区

の
日
程
は
、

次
号
の

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

)

地区別 「市長と語る会」日程表

と き と ろ 対象地区」

5 月 24 日 ~J<) 西 部公 民 館 西 部 地 区

5月26日(到 鷹匠町公会堂 南 部 地 区

5月30日(火) 上 田創造館 川辺・泉団地区

5 月 31 日 ~J<) 海野町会館 中央地区

6月 5日(月) 上房山公会堂 北部地区

上
田
市

の
将
来
計
画
を
立
て
る
た

め
、
各
地
域

の
発
展

へ
の
提
言
、
市

政

へ
の
要
望
や
日
ご

ろ
お
気
づ
き
の

点
な
ど
、
何
で
も
け

つ
こ
う

で
す
。

市
長
を
囲
み
、
明
日
の
上
田
市
に

つ

い
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

0

・
問
い
合
わ
せ

企
画
課

(内
線

1

2
2
1
・
1
2
2
2
)

※時間は、いずれも午後 7時30分'"'-'9時30分です。

所
得
証
明
書
な
ど

6
月
4
l
白
か
ら
発
行

平
成
元
年
度
(昭
和
六
十
三
年
分

)

の
「
所
得
証
明
」「
税
額
証
明
」
の
発

行
は
、

六
月

一
日
か
ら
行
い
ま
す
。

マ
申
請
方
法
印
鑑
を
お
持
ち
に

な
り
、
本
人
ま
た
は
同
居
の
親
族

の

か
た
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
、
本
人
自
筆
の
代
理
人
選

任
届
書

(
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
)、
ま
た

は
委
任
状
と
代
理
人
の
印

鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
手
数
料

一
種
一

件

二
百
円

マ

問

い

合

わ

せ

市

民
税
課

(内
線

1
2
8
1
)

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

五
月
中
は
、
自
治
会
、
学
校
、
園

で
交
通
災
害
共
済
の
申
し
込
み
を
取

り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
自
治
会
な
ど

で
申
し
込
ま
れ
な
か

っ
た
か
た
は
、

市
民
課
ま
で
ど
う
ぞ
。

マ
会
費

一
般
・
:
一
人
四
百
円、

団
体
:
・
一
人
三
百
円

(
保
育
園
・

幼

稚
園

の
園
児
、
小
・
中
学
校
の
生
徒
)

マ
無
料
に
な
る
人

①
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
人
②
身
体
障
害
者
(
一・

一
一
・
三
級
)
③
療
育
手
帳
を
お
持
ち

の
人
④
交
通
・
災
害
遺
児
⑤
七
十
歳

4 マ l二 マ 左家 市 目一一一一一一て 合日 以
O 問 タ人 対 表庭で六 | ー |わ以上
5 い lZ象 の 用は月 | 家 | せ 前 の
) 合、 ゴ 計日 計、七 s茎 | に 人

わ ちぎ 言 空量二 i~ I無肩 lR5芙
チ乏 行の記計 |料言十|課れ正

商 ン?体 い無 念量 | 診量 |丙 た八

事2「許字型Eき|断器 |線主主
~ I へ、 。 反 ち 白|しを I ~ 月
内ルル 血 診 な で |売 |ゴマ 三
線 ス圧 断 ん す | 元 |ゴ問 十
1 メ計 をてい。 | ヲ |と い 一

行ろ(月)・マき・先マ ず マ・マ 1 ・
政 午行と 土 と れ と日と日農
に上前政ニ 6 地 生 こ もき 常こ 休)地
対田 10相ろ月・活ろ午 生ろ 午 問
す西 時談 8 建環 後 6 活 前題
る武 1 西日物境本 1 月の農 8 相
苦 ( 午 マ 庁(木)の 課 庁 時 9 法 業時 談
情 3 後と 舎 午法丙 舎 30 日律 委 30
、階 3 き 2 後律 3 分幽 相 員分 マ

線 火 ム要 ) 時階 1 相階 1 ・談 会 1 と
:，:，_~ 1 

望 マ 6 時説 3 23 ~ 午き
3 ア

内マ月 1 マ時日ム 後
8 ~ r;.. '~ I~\ m~ 

容と 12 4 マ 8 予 30倒制 5 6 
こ日 時と ) 約 分い ) 時月

月 日
午 円リ 午 後
(会場・時間) (会場・時間)

5月29日(月)南天神町公会堂 鈴子公民館
9 : 00一 川 30 1 : 30 ~ 3 : 00 

5月30日(火)
占 十."." 図 書館 塩 田 公 民 館

// // 

5月31日制
西 吉日 公 民 館 西 塩 田 dて広b、 館

// // 

6月|日同 中村自 治会館 キ目 染 聞
// // 

6月2日(針
)11 辺 町一 会館 )11 西 公 民 館

// // 

6月5日(月)
塩尻地区 公民館 大 屋 公 パコ士ヱ、 堂

// // 

6月6日(火)
農村環境改善センター 上 野が 丘 公民館

// // 

6月7日附
市役所計量検査室 市 役 所計 量検査 室

9 : 00ー 12: 00 1 : OO ~ 3 : 00 

6月8日嗣
市役所計量検査室 市役所計量 検査室

// // 

6月9日(針
市役所計量検査室 市役所計量計算室

!! !! 

家庭用計量器検査日程表

※市役所計量検査室は西斤舎 1階です。

(12) 

期

広報うえだ1.5. 16 

納期限は 5 月 31 日 ~Nで‘す 。

軽自動車税・・・・・..........全

よろしくお原買いします。

-収税課(内線

6
月
の
相
談
日



‘ 

ー
ン
相
談
室
を
開
設
し
ま
し
た

県
外
就
職
者
の

I
(
愛
・
私
)
タ
ー
ン

相
談
室
を
開
設

長
野
県
I
タ
l
ン
相
談
室

ー
タ
l

ン
と
は
l
①
長
野
県
出
身

者
で
、
県
外
で
就
職
・

居
住
し
て
い

る
が
、
ふ
る
さ
と

へ
帰

っ
て
枕
職
し

た
い
か
た
②
長
野
県
出
身
者
で
は
な

い
が

、
長
野
県
を
心
の
ふ
る
さ
と
と

し
て
愛
し
、
就
職
・

永
住
し
た
い
と

希
望
す
る
か
た
ー
が
、
ー
の
干

の
よ

う
に
ま

っ
す
ぐ
長
野
県

へ
来
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
名
づ

け
た

も
の
で
す
。

県
で
は、

マ
場
所

①
東
京
事
務
所

〈
東
京

都
千
代
田
区
丸
ノ
内

一

八

l

三

国
際
観
光
会
館

4
F
、

8
0

3
(
2

1
1
)
1
3
3
5
〉
②
名
古
屋
事
務

所

〈
名
古
屋
市
中
区
栄
四
|

一
l

一

中
日
ビ

ル
4
F
、

2
0
5
2
(
2

6

2
)
4
6
6
7
〉
マ

業

務

内

容

県

内
産
業
技
び
企
業
情
報

の
提
供
、
県

内
企
業
か
ら
の
求
人
情
報
な
ど
の
提

供
、
ー

タ
l

ン
希
望
者
に
対
す
る
相

談

な

ど

マ

相
談
時
間

①一
千
日
:

午
前
九
時
1
午
後
五
時

(月
曜
日
は

東
京
と
名
古
屋
に

I
タ

ま②
ー 県建築士会第39回通常総会

[>とき 5 月 26 日(令) ~r-f麦 1 2U寺 15 タj- [>ところ

文化会館ホール 仁〉内容 通常総会の前に、切り

絵作家 ・柳川京 fさんの記念講演 「ローカルの誇

') J カ、あります。ih1己の皆さんもどうぞ。

一一半田淳子琵琶の世界

[>とき 5月28日(11)午後 2時- [>ところ 文

化会館ホール b入場料 1.000円(前売券800円 )。

チケ ントは中央公民館にあります o [>内容 上田

市出身の 日本 を代表する琵琶奏者による演奏会

情
報
提
供

の
み
)
②
土
曜
日
・
午
前

九
時
1
止
午

マ
休
日
日
曜
日
、

祝
日
、
第
二

・
四
土
曜
日

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

教
養
講
座
に
ご
参
加
を

マ

講

座

内

容

下

表
の
と
お
リ

マ
対
象
者

山
内
に
在
住
か
、
市
内

ト事
業
所
に
勤
務
す
る

二
十
九
歳
ま
で

の
か
た

マ
申
込
方
法

五
月
二
十

二
日
川
か

ら
同
三
十
一
日
附
ま
で
に

勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
(消
防
本
部
前
)

へ
米
館
し
て
申
し
込
む
。

マ
受
付
時

間

午
後
十
二
時
三
十
分
か
ら
同
九

二二二=ながの陶芸展'89

じ〉とき 6月 1日休:)-問25日(11) [>ところ J二

HI tilJj立館美術館 じ〉内容 県下の陶去家56名によ

る陶芸美術展。 1-1'，，¥11，}.'，I:数は132点。(入場無*'1-) 

[>とき 6月 2日(合合斜)-7日(レ/木村ド.)¥) [>ところ 勤

者f体本f育Iセ ン夕 一 b内容 市内 さつき愛好者の出

品による さつき展7不jβh会。(人土場藷無料) じ[>出品募集

一般カか当 らの「出j:J1I品日品lも5月25日(木村)まてでで、快川、受 け付付企け てい ま

す。 詳し くは上田さっき会 (fi⑫1081)へ。

一ーさっき大展示会

量量

/ー、

1 マ間 入 し百マ ーーーーー竺 勤労青少年ホーム教養講座(6月-8月) 年 必講講時

32六 Z三円言語| 市 11曜日 | 講 座 名 |期間 !定員| ↑ 要 空 空 i
E先互会主 X三宮 | 勇差 11 月 l トラベル英会話 [6/irl20人 |三 両 ; = 管

室品主Z雲高地|入宅 11火 !コサージ・ブーケデザイン川君与 2手法
課かあ主格か市 |居 の 11 木 | 実 用 ベン習字 |山12品.51 120人 1 7 わト円館
住らり会 ら 営 | 者 I I _J_ I cb  """" :m TaJ _ ..... __._ I 61ト8/31I • ̂ . I 1 せ 代 )
宅同)空市三住~ 11 木| 実習・調理の基本 1 v/ii回 118人 1 i 、の マ

係十マ之内万宅 I:江 げてJア rB7ト8/25 1M' I 7 勤材 は 費
( 四 受?にー全|募 11 金| レザー・クラフト 1 V/12回 1 20人 1 ，~労料か 用
内日付 ニミ居千 般 |隼 | ※時間は午後 6 時30分~8 時30分(英会話のみ 青 賀
線休)期収住五 |司、 | 午後 7 時~ 8 時 ) 少が各 受

線 ・ マ マ マ マ マ ママママ子マママ・マ ママママママママママ 〉 ・
1 間ノ〈げー婦都ドシ電洗三子ベベゆテエ ス学 セウ網イ女子五べゆ
3 いイた輪人市ラ ン気濯 1 どビビずレレケ習ミイ戸オ子ど月ビず
9 合 ク箱車用ガムグミ機四も I I つビク l机 ダン (ン 用も人 l り
O わ ------ ------ 白スセルシ 歳服たべて ( トト ( ブ ド四水 自用形ラま
)せ 50マス転用 ッ ベンマ、 (んツ<19 I靴 男ルフ枚製転自 ッ す

GC 座ポ車こ ト ツ カ女男すドだ γ ン(子ベア)造車 転無 ク
生 ) 卓 | ん ドマラ子子 さ↓ 22 '---'ツンー器 車料
活 ツろ 二 |小 三ママぃー で ド 枚五 無
環 用 マ段テ三 1 おべ一万 ) 千三千無干無料
境 ) 弓ベレ 1 四 ぶ ビ 万円 円 一千 円料 円料
課 矢ツ ビ四 歳い |円無 万円

ド 年、ひカ 料円 干
内 ) 女も| 円

不
用
品
登
録
情
報
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に追加 1回接種 b接種時間 各会場とも午後 1

時30分から 2時30分 b持 ち 物 母子健康手帳、

問診票(赤ちゃん手帳の中にあります。会場にも

用 意) r>注意 ①赤ちゃん手帳の、接種前後の注

意事項をお読みください。② 5月にポリオ、 MM

R予防接種を受けたお子さんは、 1か月間は他 の

予防接種が受けられません。 また、 7月 にツベル

クリ ン 反応検査 ・BCG接種を受けるお子さんは、

日本脳炎予防接種を受けて 2週間以上経過してか

ら接種を。

-6月の乳幼児健康診査
受 付時間 いずれ も午後 1時 -2時 。

持ち物 母 子 健 康手帳、パスタ オル (4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月 児 )01歳 6か月児は、

赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に記入して

お持ちください。 3歳児の健康診査票は、様式

が変わりま したので、健診 日に会場で記入 して

いただきます。

dコ〉ミ、 場 名 瞳日 対 象 士也 区

上野が丘公民館 月6 7 
2同月日6 0 

神科竹の富一士・西部見里子台竹(畑・神・笹山科井・新伊・川勢屋原山・里)子・

川西社会福祉センター (水日) 川西

上田市保健センター 北部柳悶T(上町川原量，町台柳宕町柳) 町町 下上川原冶
6 月6 ・鍛山 ・上房新鍛山・

(市役所南庁舎 2階) 月 下房紺 町・ 回・
8 21 上屋

塩尻地区公民館 (木日) (水日) 塩尻尻(秋)和 ・上塩尻 ・下塩

塩田母子健康センター 中塩田

上田市保健センター 6 6 
商川中辺央蔀袋脇塚新丘の町丸((下屋一検町堀西紺新部関町常下T屋町磐緑域之馬木(海上町場町1条が町U野諏丘町回)町北鎌訪緑北原大原部田が原手丘町緑川町) 生辺西が(市役所南庁舎 2階 )

月 月

9 22 

日 日
川辺町会館

後) (木)

神川の神青訳常南部材天町本木国官木神(大み下町町時屋す常 岩台下

神川地区公民館 下 ず 南 ・
み

上田市保健センター 6 6 東商部都王中田(( 松町 泉国常上入平・常北)田北常

(市役所南庁舎 2階) 月 月

13 27 町 町 尾末広町町・鷹・大匠
日 日 手

三 好町会館 (火) (火) 城下

塩田母子健康センター 東塩田・西塩田.~IJ 所

月16 4 2月6 8 
神科の一部金長(島岩井門・染屋 ・

上野が丘公民館 蛇保沢・ ・金山口聖・上大
久 ・ ・岡IJ

農村環境改善センター (ボ日 (水日) 豊殿

1月6 6 2月6 9 )11 iZI畑土丘沢泉国国軒築久の分保地品林下蔀東堀製築(黒上童地坪升堀前) 神半上

川辺町会館

神)11
神川地区公民館 (金日) (木日) 

日本脳炎予防接種目程表上田市保健センター(市役所南庁舎 2階)

健診 実 施日 対 象 v日し
6月 1日 元年 1月16日-1月31日生 l

4か月児
6月20日 元年 2月 1日-2月15日生

6月14日 63年 7月16日-7月31日生
10か月児

6月30日 63年 8月 1日-8月15日生

6月 7日 62年11月16日-11月30日生
l歳6か月児

6月28日 62年12月 1日-12月15日生

6月 2日 61年 5月 1日-5月15日生
3 歳児

6月16日 61年 5月16日-5月31日生

塩田母子健康センター(塩田地区)

元年 1月16日-2月15日生

63年 7月16日-8月15日生

61年 4月 1日-5月31日生

川西社会福祉センター(川西地区)

元年 1月16日-2月15日生

63年 7月16日-8月15日生

62年11月16日-12月15日生

60年12月1日-61年5月31日生
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